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１．投稿資格：本誌への投稿は原則として弘前医学会
会員に限る．ただし，筆頭著者が学部学生で，指
導教員が共著者であり弘前医学会員である場合
は，この限りではない．

２．投稿の種類
　⑴種類：本誌には総説 （Review），原著 （Original 

Article），症例研究 （Case study），弘前医学会の
抄録，弘前大学医学部学術賞の概要，および当地
方において定期的に開催され，編集委員会が適当
と認めた学会などの記録，演題，抄録およびその
他を掲載する．

　⑵CPC報告：弘前大学医学部附属病院卒後臨床研
修にてCPCの報告は症例研究として受け付ける．
執筆規定は症例研究のそれに準じ，原稿本文の末
尾の（　）内に弘前大学医学部附属病院 CPC の
報告である旨を記載する．

３．投稿方法：原稿は，弘前大学附属図書館医学部分
館内の弘前医学編集委員会宛に提出する．

 
４．論文の査読：投稿された論文はすべて，原則とし

て弘前医学編集委員 2名によって査読される．専
門的に係わる場合には，編集委員以外の教員に
よっても査読される．査読の後，編集委員会は投
稿論文の体裁及び内容について修正を求めること
がある．原稿の採否は編集委員会において決定す
る．なお，査読後に修正を求められた場合，求め
られた日付から 3ヵ月以内に再投稿がなされない
場合は新規の論文投稿とみなされる．

５．原稿の記載形式：論文は，次のものをそろえて提
出する．英文論文は，全て英文で⑴表紙，⑵抄録
（Abstract），⑶本文，⑷謝辞，⑸文献，⑹表，⑺ 
図（写真），⑻図（写真）の説明，の順で，和文
論文に関しては，⑴和英両語の表紙，⑵和文抄録，
⑶英文抄録，⑷本文，⑸謝辞，⑹文献，⑺表，⑻ 
図（写真），⑼図（写真）の説明，の順で，鮮明
な原稿を 3部提出する．英文論文⑴～⑻および和
文論文⑴～⑼は各々別々の独立した用紙に記載す
る．

６．論文の執筆規定 
　⑴用紙，形式，長さ：①用紙はA4判を用い，原則

としてワードファイルの原稿とする．手書きの原
稿は受け付けない．

　②A4判用紙に周囲余白を上下，左右とも 2.5 cm

以上あけ，原稿 1枚にダブルスペースで 25 行
以内とする．

　③論文の長さは特に規定しないが，原則として，
原著は刷り上がりで（図がない場合和文原稿
1600 字で刷り上がり 1ページ）10 ページ以内，
写真・図表は 8点以内，総説は 20 ページ以内，
写真・図表は 10 点以内，症例研究は 5ページ
以内，写真・図表は 2点以内，CPCの報告は 3
ページ以内，写真・図表は 1点以内を基準とす
る．

　④論文は表紙からページ番号を下辺中央に印字す
る．

　⑵表紙の記載：原稿には表紙を付ける（注．本文と
同じ用紙でよい）．

　　英文論文は，全て英語で①投稿の種類，②論文題
名（全部大文字），③ローマ字著者名（例 Taro 
Tanaka），④所属名，⑤ランニングタイトル（50
字以内スペース含む），⑥希望別刷部数（朱書），
⑦論文校正責任者（Correspondence），⑧連絡先
（所属，TEL, FAX, e-mail）を記載する．

　　和文論文は，最初に和文で①投稿の種類，②論文
題名，③著者名，④所属名，次に①～④を英文論
文と同様に記載し，最後に和文で⑤ランニング
タイトル（20 字以内），⑥希望別刷部数（朱書），
⑦論文校正責任者名，⑧連絡先（所属，TEL，
FAX，e-mail）を記載する．

　　なお，投稿の種類は，総説（Review），原著（Original 
Article），症例研究（Case Study）とする．

　⑶和文抄録および英文抄録：和文抄録（A4 判）は
400 字以内，英文抄録（A4 判）は 200 語以内，
ダブルスペースを基準とする。

　⑷ e  words : 和文抄録には和文によるキーワー
ドを，英文抄録（Abstracts）には英文の Key 
words を 5 語以内付ける．

　⑸書体と用語：①現代かなづかいのひらがな，常用
漢字を用い，十分に推敲した原稿とする．手書き
並びに乱雑な原稿は受け付けない．和文論文の書
体は原則として明朝体とし，ゴシック体などは使
用しない。英文論文も 12-14 ポイントの読みやす
い書体（例えばTimes 等）を用い，太い書体は
使用しない．

　②学名はイタリック体とする．術語は日本医学用
語委員会制定の用語を用いる．

　③度量衡の単位及び記号：単位は原則として国際
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単位系（SI）を用いピリオドを付けない．
　④弘前医学会抄録の書体及び用語についても同様

とし，「弘前医学」投稿規定を遵守すること．

　⑹文献：①引用順に該当箇所の右肩に片括弧で番号
を付け，本文末尾に一括する．なるべく 30 編以
下とする．

　②雑誌名の省略は，PubMed や 医学中央雑誌収
載誌検索などに従って行う．

　③著者が 7名までの時には全員列記し，8名以上
の時には最初の 7名を記して，他，et al. とする．

　④文献記載形式は基本的には Vancouver Style 
とし，原則として，著者名（authors），標題
（title），雑誌名（journal），発行年，巻（volume），
ページ（pages, 始－終）の順とし，単行本の
場合は下記の例を参考とする．省略のピリオド
は打たないこととし，句読点に注意すること．
例を下に列挙する．

　　雑誌の場合
1）松江 一，高垣啓一，中村敏也，真嶋光雄，
五十嵐 - 相馬省子，遠藤正彦．結合組織を形
成しているグリコサミノグリカンの分解機構
について．弘前医学 . 1985;37:189-201.

2）Kimura M, Kurotaki H, Mikami T, Fukuda 
M, Yamabe H, Ozawa K, Fukushi K. Light 
and electron microscopical studies on renal 
amyloidosis with nephrotic syndrome. 
Hirosaki Med J. 1987;39:93-106.

　　単行本の場合
3）日野原重明．水と電解質の臨床．4版．東京 : 
医学書院 ; 1965．p.81-6.

4）Meltzer PS, Trent JM. Chromosome 
rearrangements in human solid tumors. 
In: Vogelstein B, Kinzler KW. editors. The 
genetic basis of human cancer. New York: 
McGraw-Hill; 1998. p.143-60.

　⑺表，図（写真を含む）：①挿入場所の指定は，本
文の右側余白に朱書にて示す．

　　②表，図（写真）にはそれぞれ通し番号を付ける．
図（写真），各々の裏側に著者，論文題名，上下
を示す矢印を鉛筆で記す．図（写真）の説明文は
別紙にまとめて記す．

７．その他
　⑴倫理規定：ヒトによる臨床研究に当たっては，ヘ

ルシンキ宣言が遵守され informed consent が絶

対的に必要である．動物実験に当たっては，それ
が適切に行われていなければ論文を受理しない．
動物実験が適切に行われたことを示すため，例え
ば「本実験は弘前大学動物実験指針に沿って行わ
れた」，英文論文の場合は “The experiment was 
performed in accordance with Guidelines for 
Animal Experimentation, Hirosaki University.” 
と文中，又は文末に明記する．査読の結果，証明
書の提示を求めることがある．

　⑵統計：実験研究データの解析に当たっては，適切
な統計的手法が用いられなければならない．特に，
2つ以上の多集団の比較や同じ集団での繰り返し
測定結果の比較など，t- 検定の誤用が問題となる
場合が多々あるので注意する．また，「統計学的
に有意差は認められなかったが，一定の傾向が示
唆された」などという検定結果を無視する記載は
認められない．統計計算に当たっては例えば以下
の文献を参照のこと．
Wallenstein S, Zucker CL, Fleiss JL. Some 
statistical methods useful in circulation 
research. Circ Res 1980;47:1-9.

　⑶著者校正：原則として初校のみとする．校正の段
階での大幅な加筆や訂正は許されない．

　⑷掲載料：原著の場合刷り上がり 10 ページまで，
総説の場合刷り上がり 20 ページまで，症例研究
の場合刷り上がり 5 ページまで，CPC 報告の場
合刷り上がり 3ページまでは無料とする．別途料
金に関しては，超過ページ : 1 ページにつき 6,000
円，特別の費用を要するカラー写真の掲載 : 1 ペー
ジにつき 10,000 円を徴収する．

　⑸別刷の費用は別に通知する．

　⑹不明の点については，弘前大学附属図書館医学
部分館内，弘前医学編集係（内線 5231，e-mail: 
medj98@hirosaki-u.ac.jp）へ問い合わせること．
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